
５月１５日(日)に尾張健友会千秋病院の協力を得て、共済会が行った集団検診の結果をお知らせします。

参加者は６５人で、年齢層の分布を見ると、３０代以下

が８人（12.3%）に対し６０代以上は３０人（46.1%）です。

またメタボ判定に該当した人は、29.2%で、予備群を合わ

せると44.6%になります。

全体の結果としては、表のとおり要精密検査（32.3%）

と受診勧奨（26.2%）だけで６割近くになり、業者の高齢

化と健康破壊は深刻です。

受診勧奨・要精検の判定を受けた人は、再度の受診をで

きるだけ早く行ってください。尾北民商共済会は、集団健

診で要精検判定を受けた人の再検査料に、2,000円を補助

しています。早期の受診は発見・治療も早くし、あなたの

健康寿命を延ばします。

会員本人だけでなく、配偶者、従業員、同居家族で

健康診断を受けている人を合わせても、今回の受診者

は民商会員の一割強程度です。営業と生活の安定に健

康は欠かせません。尾北民商共済会は、新たな仲間を

迎えて加入率を高めるとともに、集団健診や１点検診

の受診者を増やすべく活動していきます。

下記の通り民商共済会の定期総会も開かれます。第

２部の健康講座も含め、参加資格の制限はありません。

参加できる方は、あらかじめご連絡ください。
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ニュース

共済会の集団健診の結果について

営業と生活､平和の為に投票しよう！
７月１０日（日）は参議院選挙の投票日で

す。この後の３年間は国政選挙が行なわれな

い可能性があり、現政権にとって「黄金の３

年間」とも言われています。絶対に負けられ

ない選挙です。

来年１０月からインボイス制度が実施され

ます。この制度は年売上一千万

円以下の免税業者に、業者間取

引からの排除を圧力として消費

税納付を強要します。

一人親方やフリーランスによっ

て成立する業界すべてを機能不

全に追い込み、私たちの営業と生活を破壊す

る恐れがあります。

また政府は、防衛予算を現在の５兆円上乗

せの、ＧＤＰ比２％にすると言い出しました。

財源は私たちが被らされる上、果てしない軍

拡競争につながりかねません。武力では平和

は守れません。

私たちの営業し生活していく

権利、平和に暮らす権利を守る

ため、家族や知人、支部や班の

仲間同士で誘い合って、必ず投

票に行きましょう。

尾北民商共済会第３７回定期総会のお知らせ
時間 ７月１０日（日）１０：００～

場所 尾北民商事務所 ３階

第２部 健康講座 １１時から一時間の予定

テーマ：がんとがん検診について

※ 参加を希望する人は、もよりの役員さんか民商事務所にご連絡ください。お弁当を用意します。

インボイス中止！


